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性周期型 日数 性周期型 日数

性周期 妊娠 性周期（偽妊娠） 妊娠

完全性周期動物

ヒト

チンパンジー

アカゲザル

ヒヒ

イヌ

ブタ

ウシ

ウマ

ヒツジ

ヤギ

モルモット

28 270

35 228

28 165

31 175

65< 59-68

21 114

21      280 (肉牛285)

20 330-345

17 141-151

21 146-151

16 63

交尾排卵動物

ネコ

フェレット

ウサギ

－ (40) 58-65

－ (41-44) 42

－ (14-18) 31

不完全性周期動物

ハムスター

マウス
ラット

4 (9-10) 16

4-6 (14-18) 19-21

4-5 (12) 21-23

各動物の性周期と妊娠期間

妊娠 pregnancy, gestation
雌性動物が体内に胎子を宿している状態

偽妊娠 pseudopregnancy
妊娠が成立しない場合でも，排卵後形成された黄体は
妊娠時と同様に長く存続して機能を維持し，子宮や乳
腺に妊娠と同様な発育をもたらす状態

交尾排卵 post-coital ovulation
交尾の刺激によって誘起される排卵

完全性周期 － 卵胞期と黄体期の備わったもの
不完全性周期－ 黄体期を欠くもの

受精150日

出生直前

血液を交えずに，母親が胎子に酸素
と栄養を与え，老廃物を運び去る
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胎盤－栄養物質，酸素や老廃物の交換が胎子と母体との間で起こる

一面に広がる毛細血管

胎盤と胎子は太い血管から成る－臍帯－で結ばれている

基底脱落膜

絨毛膜絨毛と母胎血流との関係
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胎 盤

胎盤の機能
生体中では別々に機能している内分泌，呼吸，消化ならびに排泄
など胎子の多くの機能を，胎盤という１つの器官が果たしている。

内分泌 呼吸 消化 排泄

母

体

胎

子
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視床下部

下 垂 体

ACTH

コルチゾール

ジェスタージェン↓ エストロジェン↑

PGF2α↑

ジェスタージェン↓ エストロジェン↑ PGF2α↑

下垂体後葉

子宮

卵巣

子宮頸管子宮筋

リラキシン↑
オキシトシン↑

胎子

胎盤

母体

軟化収縮

副 腎

品種 分娩例 多胎分娩（％） 文献
乳用牛
ホルスタイン 25,397 857 (3.40) Rutledge, 1975
ジャージー 3,537 45 (1.30)
ガンジー 3,263 44 (1.30)
エアシャー 889 25 (2.80)
ブラウンスイス 305 27 (8.90)
ホルスタイン 24,174            1,005 (4.75) Cady and Van Vleck, 1978
ジャージー 300 7 (1.30)
ガンジー 545 10 (1.83)
エアシャー 229 6 (2.62)
ブラウンスイス 49 2 (4.08)

肉用牛
ヘレフォード 527,900 2,387 (0.45) Jones and Rouse, 1920
アンガス 219,200 909 (0.41)
ヘレフォード 8,857 35 (0.40) Rutledge, 1975
アンガス 1,722 19 (1.10)
ショートホーン 1,755 12 (0.67)

日本短角種 15,086 223 (1.48) 秋田県，1985
67 6 (8.96) 十勝種畜牧場，1983

ウシの双胎分娩の発生頻度

ウシの異性双胎の雌に見られる性の異常のこと

外部生殖器は雌性を示すが，内部生殖器は雄性化が見られ，繁殖力をもたない間性

異性双子の雌の約90％はフリーマーチンとなるが，残りの10％は正常な雌となる。相

手の雄はすべて正常

フリーマーチンとは

これは二卵性双子が発達していく際に，脈絡膜の血管が吻合し，両者の血流が共通と

なったために，雌胎子の生殖器の分化発達が妨げられてフリーマーチン
となるもので，脈絡膜の血管吻合がない場合には，異性双胎でも雄雌ともに正常となる。

性の決定の際に，血管吻合のために雌胎子へ雄性化因子が移行して，雌性
生殖器の形成に異常をもたらす。

原因は

• フリーマーチンは血液型を調べ判定する。

• フリーマーチンの個体は，脈絡膜の血管吻合を介し赤血球原基細胞も移行して

おり，2種類の赤血球が混在する赤血球キメラという現象を示す。

対策は
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泌乳は哺乳動物を最も特徴づける生理機能であり，
新生子は乳腺が分泌する乳により，出生後の一定
期間を哺育される。

3 6 9 12

乳
量
（㎏
／
日
）

10

20

30 ウシの泌乳曲線

分
娩

交
配

妊
娠

乾乳

初期 中期 後期

分娩後月数

泌乳曲線＝泌乳の進行に伴う1日乳量の変化を示す曲線

乳汁分泌

乳腺胞の乳腺上皮に細胞による乳の合成

腺胞腔への乳汁移動

乳槽内に貯留した乳の受動的流下

乳腺胞内の乳の排出

泌乳
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1．細動脈，2．毛細血管，3．乳腺細胞，（4）前駆物質の取り込み，（5）乳成分の細胞外
への放出，6．腺腔胞，7．筋上皮細胞，（8）．乳汁の乳管への移行，9．細静脈

吸乳・搾乳刺激

脳下垂体後葉

筋上皮細胞は乳腺胞の周囲および細乳管に沿って分布し，吸乳

時あるいは搾乳時にオキシトシンに反応して乳を排出する。

乳汁排出は神経内分泌反応である。

乳頭への刺激は神経情報となって視床
下部に達し，下垂体後葉からのオキシト
シンの分泌を引き起こす。

オキシトシンは筋上皮細胞を刺激して乳
腺胞を収縮させ，乳汁分泌を促す。

神経性
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脂肪 タンパク質
カゼイン，α-ラクトアルブミン，

全固形分 β-ラクトグロブリン，血清アルブミン
免疫グロブリンなど

無脂乳固形分
乳糖

牛乳
無機質

（Ca, P, K, Cl, Na, Mgなど）

水分 ビタミン

牛乳の組成

項 目 初 乳 常 乳 常乳に対する比率
比 重 1.056 1.032

pH 6.32 6.50
全固形分（%） 23.9 12.9 1.9倍
脂肪（%） 6.7 4.0 1.7倍
無脂固形分（%） 16.7 8.8 1.9倍
全タンパク質（%）14.0 3.1 4.5倍
カゼイン 4.8 2.5
アルブミン 0.9 0.5
免疫グロブリン 6.0 0.09 67倍

乳糖（%） 2.7 5.0 0.5倍
灰分（%） 1.11 0.74 1.5倍

初乳の固形分含量は正常乳の約2倍，タンパク質含量は4－5倍に達

するが，この大半は母体の血液から移行した免疫グロブリンである。

ウシの初乳と常乳成分の比較

Ⅰ－Igが子宮内で胎盤あるいは卵黄嚢で血液から胎児に移行

Ⅱ－新生子血液中に事実上Igがなく，初乳による受動免疫が不可欠

Ⅲ－母胎の抗体が胎盤ならびに初乳により移行する中間型

分類 種 主な受動免疫の経路

子宮内 初乳

Ⅰ ヒト，サル，ウサギ，モルモット  

Ⅱ ウシ，ヤギ，ヒツジ，ブタ，ウマ  

Ⅲ ラット，マウス，イヌ，ネコ   ①乳頭洗浄などの物理的刺激を与えます。２０～３０秒持続している
ことが必要です。

②乳頭への刺激が、脊髄を通って大脳の視床下部へ伝わります。

③下垂体後葉からオキシトシンが分泌され、血液中に流れ出ます。
一度オキシトシンが放出されると、しばらくはオキシトシンの放出は
起きません。

④血液中に流れ出たオキシトシンは、乳房（乳腺）に到達し、乳腺胞
の周り（筋上皮細胞）をぎゅっと収縮して乳が搾れるようになります。

＜オキシトシン＞
乳汁の分泌を促進させるホルモンです。

オキシトシンが出なければ乳腺槽に貯まった牛乳を搾ることは出来ま
せん。

オキシトシンの効果は搾乳刺激が始まっておよそ１分後には血中の
オキシトシン濃度がピークに達します。

その後、濃度は横ばいとなり、そして減少し始めます。それはわずか
５分程度です。

この限られた時間の中で搾乳を行わなければ、乳房炎になる危険が
高まります。

＜アドレナリン＞
乳牛にストレスがかかったときにアドレナリンが分泌されます。

アドレナリンは、血管を収縮させ、オキシトシンの効果を減退させます。

その結果、乳腺胞に届くオキシトシン量が少なくなり、血管の収縮と血
流の減少が起きて射乳量が減少します。

したがって、搾乳時は普段より牛の扱いに気を配り、ストレスを軽減す
ることが大切であり、牛を緊張させないよう搾乳者、搾乳手順を一定
にすることが大切です。


